











































































　標準的な理論では７）、声調特性は音域特性 （register feature） と調型特性 （contour 
feature）という二つの特性から構成されると考えられている。そして音節と声
調特性の関係は （3a） のように表される。即ち音節（“s”： syllable）はまず、声
調特性を束ねる声調節点（“t”： tonal node）に連結され、その下に音域特性と
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調型特性の指定をそれぞれ司る音域節点（“r”： register node）と調型節点（“c”： 
contour node）がぶら下がっている。
（3）
　音域特性は ［＋upper］ （高）と ［－upper］ （低）のいずれかに指定され、ピッチ












































分 節 音 の 層 …
声 調 節 点 の 層 …




































陰平 53 55-31 55-33-31 55-33-33-31
陰去 24 33-44 33-55-31 33-55-33-31
陽去 13 22-44 22-55-31 22-55-33-31
陰入 55 33-44 33-55-31 33-55-33-31
陽入 13
（A） 11-13 11-22-13 11-22-22-13
（B） 　　　　 　　　　 22-55-33-31
〈語例〉 〈単字調〉 〈変調後〉 〈意味〉
西瓜皮ɕi ko bi ［53］＋［53］＋［13］ → ［55-33-31］ スイカの皮
摆架子pɑ kɑ tsɿ ［24］＋［24］＋［24］ → ［33-55-31］ 威張る
夏布ɦo pu ［13］＋［24］ → ［22-44］ 麻の布
触气 ts‘oʔ tɕ‘i ［55］＋［24］ → ［33-44］ 人を怒らせる
闸生头里zɑʔ sã dɤ li［13］＋［53］＋［13］＋［13］ → ［22-55-33-31］ 突然
　（7） から分かるように、陽入で始まる領域には （A） と （B） の二つのパターン
が現れる。二音節及び三音節から成る領域には （A） しか現れず、四音節から









 ［＋upper］  ［－upper］ 
/（HL）/ 陰平 ［53］ 　　　　　　　　
/（LH）/ 陰去 ［24］  陰入 ［55］ 陽去 ［13］  陽入 ［13］ 









及び /（LH）/）に基づいて音韻論的解釈を加えることにより、 （7） に掲げた声調
パターンは、（9） に掲げた二種類のパターンに集約することができる。
（9）広用式変調の領域に現れる二種類のパターン
音域 基底声調 二音節 三音節 四音節
 ［＋upper］ /（HL）/ /H-L/ /H-L-L/ /H-L-L-L/
/（LH）/ /L-H/ /L-H-L/ /L-H-L-L/
 ［－upper］ 
　（9） に掲げたパターンは、第一音節の基底声調である起伏調（/（HL）/もしく









基底声調が /（LH）/の時、音域特性の指定が ［＋upper］ ならば、第一音節の調値
は ［33］ （もしくは ［33］）で現れ、 ［－upper］ ならば、ややピッチが下がって ［22］ 





























H H-L H-L-L H-L-L-L




　（9） に掲げた上海語の二種類の声調パターンを （10） と比較すると、二音節
以上から成る領域においては、（10） の中で二重線によって囲った部分が （9） 
と完全に一致する。但し上海語で活用されていないパターン（（10） で網掛けを
施した部分）は半分にも及ぶことになる。一音節から成る領域、即ち単字調に






























音域 基底声調 二音節 三音節 四音節
 ［＋upper］ /H-L/ /H-L-L/ /H-L-L-L/

























陰平 334 （1） 33-45 33-45-52 33-45-52-22
（2） 33-52 　　　　 　　　　
陽平 23 （1） 22-45 22-45-52 22-45-52-22
（2） 22-34 22-33-45 22-33-45-52
（3） 22-52 　　　　 　　　　
上声 52 52-22 52-22-22 52-22-22-22
陰去 45 45-52 45-52-22 45-52-22-22
陽去 113 113-52 113-52-22 113-52-22-22
〈語例〉 〈単字調〉 〈変調後〉 〈意味〉
鸡冠花 tɕi kuõ xuɑ ［334］＋［334］＋［334］ →［33-45-52］ ケイトウ
含羞草ɦæ̃ ɕiø tshɔ ［23］＋［334］＋［52］ →［22-45-52］ オジギソウ
芙蓉花ɦu ioŋ xuɑ ［23］＋［23］＋［334］ →［22-33-45］  ハスの花
海岛xɛ tɔ ［52］＋［52］ →［52-22］ （海の）島
芥菜 tɕiɛ tshɛ ［45］＋［45］ →［45-52］ カラシナ
大蒜dɑ suõ ［113］＋［45］ →［113-52］ ニンニク
　（12） に示したように、陰平で始まる領域には二種類、そして陽平で始まる




く、最も普通な陰平 （1） や陽平 （1） のパターンが用いられることもあるとい



























ほとんど平板調に見える。実際、黄玮 2001：79は （13） に掲げたピッチ曲線に
基づいて、陰平単字調を ［33］ と記述している。李俭 2009：109-110も、杭州
方言のそれぞれの単字調について採取したピッチ曲線を掲げているが、陰平
単字調についてはそれらに基づいて ［44］ と記述している。しかし李俭 2009：
109は同時に、陰平単字調の後半部分には少しではあるが、ピッチが上昇する


























 ［＋upper］  ［－upper］ 
/（HL）/ 上声 ［52］ 　　　　　　　　
/（LH）/ 陰去 ［45］ 陽去 ［113］ 









（A） 3-34 3-34-53 3-34-55-21
（B） 3-53 3-55-21 3-55-22-21
（C） 5-21 5-22-21 5-22-22-21
陽入 23
（A） 2-34 2-34-53 2-34-55-21
（B） 2-53 2-55-21 2-55-22-21
（C） 　　　　 2-2-33 　　　　
　（15） に掲げたパターンのうち、（B） と （C） のパターンは例外と見なして、こ
こでの議論の対象からは外すことにする。秋谷 1988：43-44によると、（B） の
パターンは、（12） で掲げた陰平 （2） 及び陽平 （3） のパターンと同じように、
第二音節が上声である場合にしか現れない（第二音節が上声であっても現れない場
合もある）。そして （B） と （C） のパターンは （A） のパターンに比べて、現れる頻
度がおしなべてかなり低いとされる。
　さて （15） に掲げたパターンのうち、陰入と陽入で始まる （A） のパターンで
はいずれも第二音節に上昇調が現れており、この点において、それぞれ （12） 












基底声調 二音節 三音節 　四音節
/（HL）/ /（HL）-L/ /（HL）-L-L/ /（HL）-L-L-L/
/（LH）/ /（LH）-L/ /（LH）-L-L/ /（LH）-L-L-L/
/L（LH）/ /L-（LH）/ /L-（LH）-L/ /L-（LH）-L-L/
/L-L-（LH）/ /L-L-（LH）-L/
　（16） を （12） に掲げた実際の音声形と比較してみよう。二音節以上からなる
領域において、基底声調が /（LH）/の時、領域の音域の指定が ［＋upper］ なら
ば、第一音節の調値は ［45］ で現れ、 ［－upper］ ならば、 ［113］ で現れる。そし
て基底声調が /L（LH）/の時、領域の音域の指定が ［＋upper］ ならば、第一音節
の調値は ［33］ で現れ、 ［－upper］ ならば ［22］ で現れる。第二音節以降に現れ
る /（LH）/は ［45］ で実現する23）。遠藤 1989が取材した母語話者の判断によれば、
この ［45］ は陰去単字調の ［45］ と同定されるという（遠藤 1989：30）。基底声調
が /（HL）/の時は領域の音域の指定は必ず ［＋upper］ であり、/（HL）/は ［52］ で
現れる。また基底声調が連結されない音節には既定値の /L/が付与されると考






　なお基底声調が /L（LH）/である場合、領域の音域の指定が ［－upper］ ならば、
三音節以上から成る領域において二種類のパターンが現れる。これは （12） に
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おいて、遠藤 1989の記述に従って掲げた陽平 （1） と （2） のパターンに相当す
るもので、（16） で網掛けを施した部分が陽平 （2） のパターンに相当する。正
確には二音節から成る領域にも22-45（陽平 （1）） と22-34 （陽平 （2）） の区別があ
るのだが、本稿が用いている枠組みでは両者を区別する術がないため、同じ
/L-（LH）/と見なしてある。遠藤 1989：30によると、陽平 （1） と （2） の出現が
どのような音韻環境によって条件づけられているかは明らかでないという。な




は、基底声調が /L（LH）/であり、且つ音域の指定が ［－upper］ の場合の標準的










































基底声調 二音節 三音節 　四音節
/（HL）/ /（HL）-L/ /（HL）-L-L/ /（HL）-L-L-L/



























 ［＋upper］  ［－upper］ 
/（HL）/  ［441］  ［231］ 
/（LH）/  ［323］  ［213］ 
　次に、（18） に掲げた四つの単字調のそれぞれを持つ音節が、領域の第一音
節である場合に現れる二音節から成る声調パターンを、Rose 1990：6の記述に
















/L-（HL）/  ［33-441］ 
 陰去 /H-L/  ［44-31］ 
/（LH）/ 陰上  ［323］ /（LH）-L/  ［334-51］ 
－U




/（LH）-L/  ［114-51］ 
陽去 /L-（LH）/  ［11-334］ 
〈語例〉 〈単字調〉 〈変調後〉 〈意味〉
多少 taǔ ɕjɔ  ［441］＋［323］ →［33-441］ いくつ？
镇海 tsʏŋ he  ［441］＋［323］ →［44-31］ 鎮海
剪刀 tɕĩ tɑ  ［323］＋［441］ →［334-51］ はさみ
蚊虫 maŋ dzʊŋ  ［231］＋［231］ →［11-441］ 蚊
老酒 lɑ tɕju  ［213］＋［323］ →［114-51］ 中国産醸造酒
上海 zã he  ［213］＋［323］ →［11-334］ 上海
　二音節から成る領域において、音域の対立が存在するのは第一音節のみで
ある（§2を参照）。第一音節に付与された既定値の /L/は、音域が ［＋upper］ の
場合は ［33］ で現れ、一方 ［－upper］ の場合は ［11］ で現れる。また第一音節
に連結された /（LH）/は、音域が ［＋upper］ の場合は ［334］ で現れ、一方 ［－
upper］ の場合は ［114］ で現れる。そして第二音節では音域の対立は失われて、
そこに現れる声調の音域は全て ［＋upper］ である。そこでは /（HL）/は ［441］ 
で、そして /（LH）/は ［334］ で現れる28）。また /L/は ［31］ もしくは ［51］ の下降
調で現れる。
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　（18） と （19） から分かるように、領域内に入声音節を含む場合を考慮の外
に置き、また音域の対立を捨象した場合、鎮海方言の基底声調は /（HL）/と
/（LH）/の二種類であり、二音節から成る領域に現れる声調パターンは基底声
調が /（HL）/の場合は /H-L/（第一音節に連結された /（HL）/が （5a） に示したように二
音節に拡張したもの）と /L-（HL）/の二種類であり、一方、それが /（LH）/の場合



































ともに ［213］ （/（LH）/）に読まれるようになってしまった。このため、音域が 







































































1995（丹陽）、Chan and Ren 1989（無錫）、Shen 1995（蘇州）、Zee and Maddieson 
1980（上海）などがある。



















11） （A） のパターンに関する議論についてはLi 2003：148-150や平田 2016にまとめられ
ている。
12） 沈同 1985：88-89、徐云扬 1988：336、Li 2003：138-139も陰入単字調について音韻




てZee and Maddieson 1980、Sherard 1980、朱晓农 2005：241-242などを挙げること
ができる。
14） Duanmu 1999は、上海語の二音節以上から成る領域に現れる声調パターンの派生を
説明するために、基底声調に /H/と /L/の対立を認め、この他にPolarity （Duanmu 
1999：10）という制約を設け、この制約が引き起こす声調の異化によって、第一音
節が /H/なら第二音節にはLが、そして第一音節が /L/なら第二音節にはHが、そ
れぞれ現れると説明している。この他、金顺德 1995も上海語の基底声調に /H/と /
L/を設定している（金顺德 1995：202）。
15） 領域のアクセント特性との関連という観点から上海語の声調パターンについて論及
した先行研究にChen 2000：220-225や岩田 1999：157-159、岩田 2001：25がある。
16） この状況は次のように図示できる。
 ［＋upper］  ［－upper］ 
舒声 陰平 ［53］ 陽去 ［13］ 




































関連付けて説明するが、これは一つの解釈に過ぎない。遠藤 1989 （（12） を参照）は











22） 秋谷 1988：37は陽入 （A） について、五音節から成る領域に現れる調型2-34-55-22-
21も掲げているが、（15） では省略した。
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27） 入声音節に現れる単字調は陰入 ［5］ と陽入 ［23］ であり、これらの入声音節で始ま
る二音節の領域に現れる声調パターンの分布は次のとおりである。Rose 1990：6を
参照。
1st 2nd  ［441］  ［231］  ［323］  ［213］  ［5］  ［23］ 
陰入 ［5］ 5-51 5-5






その第二音節では /（HL）/（［441］） と /（LH）/（［334］） の対立は失われて、それらはと
もに /H/（［4］）で現れる。第二音節に連結される /L/は、舒声音節の場合 ［31］ もし
くは ［51］ の下降調で現れるが、入声音節の場合それらはそれぞれ ［32］ 及び ［5］ の
調値で現れる。
28） （19） では /L-（LH）/というパターンの音声形を ［11-334］ としてあるが、厳密に言
うと、これは第二音節が無声頭子音で始まる場合の調値であり、Rose 1990：6によ
れば、第二音節が有声頭子音で始まる場合は第二音節発端の調値がわずかに下がっ
て ［11-24］ となる。Chen 2000：64-71のように、これらのパターンにおける第二音
節の調値の違い（［334］ と ［24］）を音域の対立（［＋upper］ と ［－upper］）として
解釈する考え方もあるが、本稿ではこれらの調値の違い（［334］ と ［24］）について
は、音節の頭子音の無声・有声の違いによって引き起こされた音声的なものであり、
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Title：On the Relationship between the Word Accent System and the Lexical Tone 
Sandhi in Northern Wu Dialects
Summary：In some northern Wu dialects, it is assumed that the tone patterns of lexical 
tone sandhi domains are determined by the lexical tone of the initial syllable in the 
relevant domain. Originally, a polysyllabic tone pattern in the sandhi domain was 
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uniquely derived from each lexical tone in the tonal inventory of the relevant dialect. 
In some dialects, however, several tonal contrasts have been lost in the inventory of 
lexical tones. As a result, only one or two kinds of lexical tones came to be available 
to distinguish between several kinds of polysyllabic tone patterns. In such dialects, 
the word accent system has emerged. In that system, polysyllabic tone patterns are 
distinguished according to the location of a syllable with which a lexical tone is 
associated. While each phonological word that constitutes a sandhi domain must be 
specified in terms of the location of the tonic syllable, only one or two lexical tones 
are necessary to distinguish between all the polysyllabic tone patterns in the relevant 
dialect. In this paper, we demonstrate that the emergence of the word accent system, 
which resulted from tonal mergers in the inventory of lexical tones, is observed in 
the lexical tone sandhi domain in such northern Wu dialects as those of Shanghai, 
Hangzhou and Zhenhai.
Key words：lexical tone sandhi, northern Wu dialects, word accent, tonal inventory, 
tonal merger
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